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の矧Iiり循環用インベラ付電動機とインバータ（電動機回  

転数制隅）・全僻Ii膵l】川の操作蛙・発振崇諸本体及び加工室  

から成っている。   

発振器の出力班から放．リブ．されたレーザ光は，ベンドミ  

ラーで900方向変更した後，加工ヘッド部のKClレンズ  

で集光し，加工テーブル上の供甜申ニュネルギー密度の  

高い熱瀾骨与え，供試体を切断する。  

レーザによるコンクリート切断研  

究  
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2 モルタル切断実験  

コンクリート切断に先立ち，臓適な切断条件を得るた  

め－ モルタルを悶いて予備実朝せ行った。   

モルタル供試体は標準配合とし，その形歌は直方体と  

くさび型のZ種類とした。  

（1）実験方法   

モルタルの切l抑！／さは，レーザ山九使用するKClレ  

ンズの餓点蹄離とノ．宅点位置，・切断速度などによって大き  

く変化する。   

そこで，放逸切断条件を得るために，これらの条件を  

いろいろと組み合わせて実験を行った。   

レーザによる切断では，切断中にドロスがたまって切  

断能力を低下させるおそれがあるので，02ガスをアシス  

トガスとして使用した。   

Photolにモルタ）L／切断の状況を，またPhoto2に  

その切断例を示す。  

（2）実験結果   

Fig．2はレーザ出力を5kw，3kw及び1kwと変化  

させた場合の，切断速度と切断板悍との関係を求めたも  

寿命の尽きた原子炉を，安全欄実に解体する工法の研  

究l勅発が，現在各方面で進められている。当社原子力富  

においても，コンクリート壁の肝附ニレーザの適用を提  

案し，l四国工業技術試験所に設備してある5kwCO2レ  

ーザ装置を使用して共同研究を行った。   

今回の研究は，コンクリート切断七ついての基礎的な  

資料を得るための研究であり，以下にモルタル切断を■〉1ニー  

心として，その結果を報告する。  

1 レーザ装置   

実験に使用した5kwCO2レーザ装置の概要をFig．1  

に示す。この装置は，発振許の放電管を駆動するDC竃  

源出・発振器内に封入するレーザガスボンベ・封入ガス  

冷印のためのチラー装置とクーリングタワー・封入ガス  

チラー装置   

Fig，15ⅩW CO2レーザ装置   
●工亜技術院四国工業技術試験所   

＝技術研究部副部長  
●＝技術研究部原子力室課長  
＝●技術研究部原子力室係長  
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ートもモルタルと同程度の板蝉は切断可能と考えられた。   

Photo3にその切附列を示す。  
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Phot01モルタル切断の状況  

Fig．2 レーザ出力・切断速度・切断板悍の関係  

（モルタル）  

Phot02 モルタル切断例   

のである。   

当然のことながら，1レーザ山力が大きくなり，■切断速  

度が遅くなるほど切断板厚は厚くなっている。   

レーザ出力5kwでは，切断速度10cm／minの条件  

で，50mmの板厚のモルタルが切断できることがわか  

る。  
Phot03 多くのコンクリート切断例  

4 おわりに  

英際の対象とする放射化されたコンクリート壁は，厚  

さ1m程度で太径の族紡が配置されている。   

そこで今後は，レーザ上lリノアップ化でのコンクリート  

切断美観 大社の鉄筋が配置してある鉄筋コンクリート  

の切断実晩 くさびや静的泡砕剤などを用いた他工法と  

の併用による解体工法の研究などを行う予定である。  

3 コンクリート切断実験  

コンクリートの供試体は，l姻国工業技術試験所内にあ  

った板軌∋Ommの無筋及び鉄筋（qi6mm）コンクリー  

トの平板を使用した。これらはブロック塀の基礎として  

使用されていたもので，その配合・強度などは不明であ  

る。   

これらの平板は，1レーザ出力51（W，切断速度10cm／  

minの条件で切断できたことから，少なくともコンクリ  
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